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京都・大阪・兵庫のスタートアップ企業を対象に、参加企業の戦略策定や現地インキュベーターによる

オンライン及び対面によるアクセレーションプラグラムを実施します。

マーケットに精通したメンターとのメンタリング、海外企業との商談機会を提供し、米国への海外展開を

サポートします。

ライフサイエンス分野における米国・ボストン地域進出に向けたワークショップ

ライフサイエンス分野で強固なネットワークを有する、BioLabs（現地インキュベーター）による
オンラインおよび対面によるメンタリング

マスタークラス・プログラムとして、ボストンでの商談機会の提供、ピッチイベントを開催
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プログラムの概要

条件 京阪神のスタートアップ5～6社程度

ラウンド
シード、アーリーのスタートアップ企業。

米国進出を視野に入れ、Biolabs関連施設への入居に関心のあるスタートアップを優先

セクター ライフサイエンス

Program Objectives.
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1. Pre-immersion Week（2023年1月中旬～3月上旬）

Program Outline.

• 全4回のウェビナーを実施予定

• 「米国バイオテック市場概況」「米国ヘルスケア市場概況」

「米国における資金調達とVCのニーズ」「日米の商習慣の違い」など

2. Masterclass Immersion Week（2023年3月中旬）

• 計4日間のプログラムを米ボストンにて実施予定
• 各社のニーズに合った企業とのBtoBミーティングに加え、米国進出に欠かせない
実践的な内容のワークショップを開催

• 海外投資家・海外企業を含むオーディエンスに向けて効果的なピッチを行い、
自社をアピールすることで、販路開拓、 事業提携、資金調達の機会を提供
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Program Contents.

Pre-immersion Week ウェビナースケジュール（予定）

1．Introduction to Program and Overview of the US Biotech Market（January 19）
• Introduction to the US biotech ecosystem 
• High-level overview of financial landscape 

2．Overview of the US healthcare system （February 2）
• Developing a Clinical strategy for the US market 
• FDA, Insurance markets, Market Access, Medicare, Medicaid, VA. 
• How can this system impact clinical/business strategy? 
• How the system differs from the Japanese healthcare system. 

3．Financial models and setting fundraising expectations（February 16）
• Overview of the US investment landscape, market trends 
• Fundraising in the US from the perspective of investors and entrepreneurs 
• What are VC’s looking for when evaluating companies? 
• Developing a pitch deck & one-page company overview 

4．Understanding communication differences between US & Japan （March 2）
• Adapting to the business culture of the US biotech market

• Overcoming cultural differences for improved communication

※日程、テーマ、内容等は変更の可能性あり
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Program Contents.

Masterclass Immersion Week スケジュール（予定）

Day1 
• Workshop: How to pitch, Location – What’s the right space, etc
• Tours: Lab Central and/or Biolabs locations
• Networking Event

Day2
• Workshop: Requirements to Launch a Company, IP Portfolio Management in Biotech, etc
• 1:1 Meetings
• Networking Event

Day3
• Workshop: Developing Strategic Partnerships, Globalization strategy: Japan to the US, etc
• 1:1 Meetings

Day4
• Pitch Event ＆ Networking

※日程、テーマ、内容等は変更の可能性あり
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12月 1月 2月 3月

参加企業募集

参加企業選考・通知

1. Pre-immersion Week

2. Materclass Immersion Week

Follow-up Phase
※ニーズに応じてフォローアップ
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Program Schedule.

12月中～下旬

1月上旬

1月中旬～3月下旬

★3月

3月以降
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CIC(ケンブリッジ・イノベーション・センター)は、1999年に米国
ケンブリッジで創設。以来20年以上にわたり、社会のさまざまな問
題を解決するイノベーターをサポートしてきました。
東京を含む世界7都市にイノベーションセンターを有し、これまで
に6,000社もの世界のスタートアップ企業やテクノロジー企業を支
援し、140億ドルを超える投資・調達を結び付けてきました。
CICは、世界中の各種業界に大企業やベンチャーキャピタル、プロ
バイダーのネットワークを持ち、スタートアップの技術やイノベー
ションをビジネスとして人々が働く場や機会を創り出し、さまざま
な社会課題を解決しています。

Program Accelerator.

BioLabs社は米・ボストンにて、ライフサイエンス分野のインキュベーション
プログラムを展開しています。

シェアラボと呼ばれるラボの共有スペースにスタートアップを入居させ、
ビジネスモデル構築などの指導、投資家の紹介、研究支援などを行います。

ボストンのライフサイエンス分野で成功しているスタートアップの多くが
BioLabs社のプログラムを活用しており、ボストンのエコシステムの核となる
プレイヤーの一つです。

京都市とボストン市の姉妹都市関係をベースに、BioLabs社は毎年HVC Kyoto
でのスタートアップピッチにメンターとして参加しており、講演などを通じて
京都地域でのスタートアップ文化の醸成に寄与しています。2019年10月には
京都市とBioLlabs社でMOUを締結しています。

※グローバル・スタートアップ・エコシステム・レポート2019
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応募要件
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京都・大阪・兵庫のスタートアップ企業

海外での事業展開や資金調達を検討している

商談可能な英語力を有する（取締役、海外展開責任者）

海外展開について意思決定権をお持ちの方（取締役、海外展開責任者）が参加可能

本コースに関わる全てのプログラムに参加できること

6 プログラム後のアンケート等に協力いただけること

Program Entry.

エントリーフォーム・ピッチ資料を基に、有識者およびジェトロによる審査を行います。

審査基準
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チームメンバーの専門性・ネットワーク、語学力

プロダクトのスケーラビリティ・市場性

本コースとプロダクトや事業計画との親和性
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Program Entry.

エントリー方法

2

1 企業ロゴ

ピッチ資料（英語）※以下項目を含め、PPT/PDFで10枚程度にまとめてご提出ください

応募要件をご確認のうえ、下記応募フォームよりお申し込みください。

• プロダクト/サービス（解決する課題とそのソリューション）
• ビジネスモデル（市場規模や強豪との比較等）
• 過去の実績と今後の展望/事業計画
• チーム

※円滑な事業運営のため、ご提供いただく情報を内閣府や経済産業省、関連自治体、提携アクセラレーターに提供することがありますので予めご了承ください。

【Step2】については、応募フォームより下記必要書類等をご自身のクラウドサービスへ保存いただき、
保存先のリンクを申込フォームよりご入力ください。

申込締切：12月28日（水）17 : 00
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【Step1】企業情報登録（以下URL「イベント申し込み」ページより企業情報をご登録ください）
https://www.jetro.go.jp/customer/act?actId=B0062223R

【Step2】企業ロゴ・ピッチ資料のご提出（以下URLより必要情報の入力および必要書類をご提出ください）
https://www.jetro.go.jp/form5/pub/kyo/2022lifescience

https://www.jetro.go.jp/customer/act?actId=B0062223R
https://www.jetro.go.jp/form5/pub/kyo/2022lifescience


お問い合わせ

ジェトロ京都貿易情報センター（担当：佐竹、西島）

〒600-8009 京都府京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78 京都
経済センター3階308号室

Tel: 075-341-1021 Email: KYO@jetro.go.jp
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